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第３回定例会&第５回臨時会 
 条例・補正予算３Ｐ／一般質問４Ｐ／請願・意見書 

８Ｐ／所管事務調査報告９Ｐ／決算認定１０Ｐ／ 

第５回臨時会１２Ｐ／議会の動き１４Ｐ 

もう安心だよ！アスベスト 

　アスベスト使用が確認され、体育館

での授業を余儀なくされていた小頓別

小中学校の子どもたちに笑顔がもどり

ました。１１月９日、校舎と体育館を

隔てていた壁が取り払わられ、勢いよ

く教室へ帰るこどもたち。
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第３回 
定例会 
第３回 
定例会 

平成16年度「町の決算」認定議決 
 

平成１７年第３回定例会が、９月２８日招集され、４名の議員の一般質

問のほか、指定管理者制度導入にかかる条例案、アスベスト対策にかかる

一般会計補正予算案などが審議されました。

このうち、「指定管理者制度の導入等に伴う関係条例の整備に関する条

例」ほか１条例が、「行財政改革調査研究特別委員会」（宮崎安史委員長）

に付託され、継続審査されることになりました。

平成１６年度各会計決算は、議員全員で構成する「決算審査特別委員会」

に付託され、慎重審議の結果、二つの意見が付され認定されました。

町長の行政報告では、　旭川医大整形外科の医師による出張診療が１０

月から実施されること、　平成１８年度で生徒募集停止が決まった中頓別

農高について、「施設等利活用協議会」を設置し、有効な跡地利用策の検

討をはじめたこと、　公共施設のアスベスト使用状況調査の結果、小頓別

小中学校校舎、町民センター大ホールなどにアスベストが使用されている

ことが判明。使用禁止の措置をとり、早急に除去・補修工事を行うことが

報告されました。

会期最終日の９月３０日には、議会として中頓別農業高校の施設利活用

対策を調査するため、「中頓別農業高校施設等利活用対策調査特別委員会」

（村山義明委員長・全議員で構成）の設置が決議されました。

小
頓
別
小
中
学
校
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ス
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ト
対
策
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中
頓
別
農
高
生
へ
の
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援
な
ど
四
議
員
が
一
般
質
問 

指定管理者制度導入条例を行革特別委員会へ付託 
中農高施設活用対策のため新たな特別委員会設置 
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●一般会計 
　歳出歳入で6,787万円を追加し、平成17年度予 
算の総額は、37億1,589万円となりました。 
　歳出補正の主な内容は、総務費で旧消防庁舎ホ 
ース乾燥塔解体工事110万円。中頓別農業高校利 
活用推進協議会の旅費などに87万円。農林水産 
業費で中山間地域等直接支払制度交付金3,273万 
円、国営草地開発事業償還金2,442万円などです。 
　歳入では、中山間地域等直接支払制度事業補助 
金2,455万円、南天北地区国営草地開発事業に係 
る過疎対策事業債2,620万円を計上しています。 
●自動車学校事業特別会計 
　臨時職員1名の退職に伴い歳出報償費を削減。 
歳入歳出総額は4,087万円になりました。 
●水道事業特別会計 
　歳出で中間消費税として127万円を計上したほ 
か､旭台浄水場アスベスト検査手数料、町道２条 
通り給水管移設工事25万円を追加補正。歳入歳出 
の総額は1億842万円になりました。 
●介護保険事業特別会計 
　歳出で介護給付費道支出金の返還金100万円な 
どにかかる増額補正です。この返還金には、前年 
度繰越金が充てられ、歳入歳出の総額は、1億9， 
250万円になりました。 
●一般会計（追加提案） 
　小頓別小中学校校舎、町民センター大ホールス 
テージ天井のアスベスト除去・補修工事などのた 
めに単費で3,481万円を増額する補正予算です。 
●知的障害者福祉事業特別会計（追加提案） 
　アスベストが使用されていた食器消毒保管庫の 
撤去、新規購入に45万円を増額する補正予算です。 

補正予算のあらまし 

 
　第２回定例会で、行財政改革調査研究特別 
委員会の中間報告が行われ、宮崎安史委員長 
が、議会が自ら行う行財政改革、活性化に関 
する３施策を報告。第４回定例会で必要な条 
例改正を行う見通しを表明し、現在策定中の 
「中長期行財政運営計画」にこれらの施策が 
反映されるよう期待感をにじませました。 
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指定管理者制度関連２条例を 
行革特別委員会へ付託 

　町道上駒松音知線道路改良工事（１工区）で、 
のり面工事中、７月の豪雨で地滑りが発生。暗渠 
とビニールシートによる覆いをし、本年度の本工 
事を終了することになったため、当初の請負金額 
から１３７万円を減じるものです。 
 ●町道上駒松音知線道路改良工事（１工区） 
【契約金額変更前】７，６９７万円 
（平成１７年５月１３日、第３回臨時会で議決） 
【契約金額変更後】７，５６０万円 
 
 

工事請負変更契約の締結を可決 

　市街地整備計画に盛り込まれている「１条仲通 
り線」「１条通り線」をいったん廃止して、補助 
事業で工事ができるよう路線名を入れ替えて再認 
定するものです。 

町道２路線を廃止、認定 
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　本定例会では、４名の 
議員が一般質問に立ち、 
 町側の姿勢をただしまし 
た。 
　質問　　と答弁　　を 
お知らせします 

 Q  A  
 

高齢者世帯等除雪支援事業の見 
直しについて 
Q 本多議員 

 　この制度ができてから２５年が経っており、事 

業内容の見直しが必要ではないかと考え、次の点 

について伺います。 

（１）この事業の支援対象となる世帯（老人、 

　　心身障害者、これらに順ずる世帯）に民生委 

　　員協議会の認定が必要なわけを伺います。公 

　　平性や透明性を確保する上でも申し込み制に 

　　すべきではありませんか。 

（２）総合計画のアンケートでも除雪で苦労して 

　　いる人が多いので、一部有料化で支援の対象 

　　を広げられませんか。 

（３）この事業で屋根の除雪、雪下ろしは十分に 

　　対応できていますか。 

指定管理者制度導入と「もうもう」、 
「オガル」の管理運営について 

本多議員 

 　もうもう」、「オガル」について、町は指定管理 

者制度を導入する意向ですが、この施設の管理運営 

に関して、次の点を伺います。 

（１）指定管理者制度への移行に先立ち、この施設 

　　の管理運営上の課題を整理、解決して今後の方 

　　向性を明確にすべきと思いますがいかがですか。 

（２）指定管理者制度への移行後、町として管理運 

　　営にどのように関わっていくつもりですか。今 

　　後、公の施設の管理運営状況を議会に報告する 

　　義務がありますか。また、情報公開制度の対象 

　　となりますか。 

（３）この施設での収益的な事業の展開や製造販売 

　　の可能性はありますか。 

（４）町が支払う管理費用が不足したときは、補て 

　　んすることになりますか。 

Q

石川保健福祉課長 

（１）行政側のみでなく、幅広い知識と地域の事 
　　情に精通した民生委員の意見を取り入れるた 
　　めです。長年やってきており、この方法が最 
　　良と思っています。 

石川保健福祉課長 

（３）玄関、ベランダ、屋根等、支援世帯の希望 
　　と民生委員の意見を取り入れ決定しています。 
　　現在のところ、苦情等はないため、十分とは 
　　言えないまでも対応できていると判断してい 
　　ます。 

石川保健福祉課長、野邑町長 

（２）支援対象について、現行制度で十分と考え、 
　　利用については今後も本制度の趣旨を住民周 
　　知していきたいと思います。 
　　　生活困窮者のためにこの無償事業があり、 
　　今後も継続していきたいと思います。有料で 
　　よい人は、除雪相談窓口に相談していただき、 
　　業者か除雪ボランティアを選択してもらえば 
　　いいと思います。 

（１）～（４）Ａ 小林総務課参事 

（１）課題を整理し、今後の方向性を明確にした上で 
　　移行させていきます。 
（２）行政にはない民間のノウハウを生かし効果的に 
　　運営されることになり、管理受託団体が最大限そ 
　　の能力を発揮できるような管理運営体制が望まし 
　　いので、町の関与は最小限になります。 
　　　議会への報告義務はありませんが、条例で毎年 
　　度事業報告書の提出が義務付けられており、行政 
　　の責任として内容を公開します。指定管理者にも 
　　情報公開の義務があり、指定管理者しかもってい 
　　ない情報でも町民から請求があれば提出を求め、 
　　提示していきます。町の監査の対象となり、一般 
　　質問の対象となる場合もあります。 
（３）収益的事業、製造販売の可能性は、今後具体的 
　　に検討していきます。 
（４）管理費用が足りない場合は、原因を分析した上 
　　で、行政が担うべきものは補てんします。 

（１）Ａ 

（２）Ａ 

（３）Ａ 
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行財政改革に伴う行政評価・事 
業評価制度の導入について 
Q 星川議員 

 　現在、町の財政状況が逼迫し、住民ニーズは多 

様化していく中、限られた財源の中で、住民満足 

度をいかに高めていくかが求められています。 

　これからの自治体経営にとって、行政運営の透 

明性と説明責任を確保しながら、政策実現に向け 

た質の高い政策形成、執行を進めることは極めて 

重要です。 

　また、事務事業の選択、改善を進めるとともに、 

事務事業の総点検を通して歳出削減に結びつける 

ために行政評価・事業評価制度を来年度から導入 

する考えがないか伺います。 

天北厚生園の法人化について 
石井議員 

　平成１９年４月の法人化に向け、受入れに関し南 

宗谷福祉会と大筋合意に達したことは一歩前進と思 

います。そこで、次の点を伺います。 

（１）町では、助役を座長とする「天北厚生園法人 

　　化検討推進委員会」を立ち上げ、職員給与の取 

　　扱いを協議していますが、給与の格差などは、 

　　どのように調整されることになりますか。多く 

　　の職員の円滑な移管のため、勧奨退職などを考 

　　慮していますか。 

　　　また、法人職員になるための準備、資格取得 

　　などのためどのような対策をとるのか伺います。 

（２）施設整備については、平成２１年及び２２年 

　　の２ヵ年で建設することを目標としていますが、 

　　新築を想定しているのか、または、既存の施設、 

　　例えば中農高の寄宿舎等を改築利用するつもり 

　　なのか伺います。 

Q

千葉天北厚生園長 

（１）基本的には、南宗谷福祉会の給与規定に基づく 
　　ことになります。希望する職員は、平成１９年３ 
　　月３１日退職、４月１日南宗谷福祉会に新規採用 
　　されることになります。 
　　　職員の資格については、基本的に指導職員とし 
　　ての資格は必要ありませんが、利用者へのサービ 
　　ス向上のためには、介護士、あるいはヘルパー資 
　　格を取得していることが望ましいことから、今後 
　　もこれらの資格取得に向け努力していきます。 

Ａ 小林総務課参事 

　行政評価制度は、重要な課題と認識しています。 
中長期行財政運営計画策定委員会でも、その必要性 
について論議されていますので、来年度から試行し 
ていきたいと思います。 
　ただ、行政評価に取り組むこと自体が小規模自治 
体の組織にとっては、大きな負荷がかかるものなの 
で、試行を実施する中で制度導入にあたっての課題 
や問題の整理を行っていかなければならないと考え 
ています。 

法人化は、利用者の 

生活を優先して 

（１）Ａ 

千葉天北厚生園長 

（２）施設の老朽化が著しいことから、目標年次とし 
　　ている平成２１年及び２２年建設に向け努力しま 
　　す。現段階では、新築か既存施設を利用するのか 
　　の判断はしていません。 

（２）Ａ 

野邑町長 

　天北厚生園の職員が一人でも多く円滑に移管できる 
ように、何らかの措置を検討しなければならないと考 
えています。 
　施設の移転等の問題は、法人と十分協議をしながら、 
財源的に有利で、なおかつ、合理的で経費が安くて済 
む方法を検討したいと思います。 

（１）（２）Ａ 
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中頓別農業高校寮生への支援 
について 
Q 柳澤議員 

 　今年８月に道教委による中頓別農業高等学 

校の生徒募集停止が決定され、来年度以降の 

入学生が入らないことになります。 

　廃校まで、卒業毎に生徒数が減少し、学校 

生活や寮運営に支障をきたすことが心配され 

ますが、今以上の負担を保護者に求めるのは 

適切ではないと考えます。 

　町としても積極的に生徒募集を行ってきた 

経緯もあり、寮生の在校生活に万全の支援を 

続けるべきと思いますがいかがですか。 

また、これまで存続を前提に生徒募集を続け 

てきたわけですが、いままで協力していただ 

いた旭川、札幌圏の中学校に対し、募集停止 

に至った経緯と協力への感謝を伝えるべきと 

思いますがいかがですか。 

グループ制導入後の評価について 
柳澤議員 

　庁内・課内の縦横の連携や迅速な意思決定、柔軟 

かつ弾力的な組織運用等の利点があるとの理由から、 

昨年１０月の機構改革によりグループ制が導入され 

ました。導入後、１年を経過し、グループ制をどの 

ように評価されているのか伺います。 

　また、グループ制での弊害や問題点はないのか伺 

います。 

Q

矢部助役 

　財政環境が厳しく、大幅に職員を減らしていく流れの 
中で従前の係制度では、対応できないと判断し、グルー 
プ制を導入しました。これまでのところ、グループ制の 
長所を十分生かし切っているとは言えませんが、内部的 
には大きな問題もなく現在まで推移しています。今後さ 
らに事務事業の見直しとあわせて職員数を削減していか 
なければならず、グループ制本来の効果に期待していく 
ことになります。 
　弊害は、住民にとって窓口がどこかわかりにくいとい 
う点があります。来庁者に対しては、入口の案内板やカ 
ウンター表示をわかりやすく工夫したほか、窓口で迷っ 
ている方がいる場合は、近くの職員が声をかけるよう心 
がけています。職員と協議しながら今後さらに、改善に 
努めていきたいと考えています。 

Ａ 野邑町長 

　寮生が減少し、寄宿舎当の運営に支障をきたす 
ことが予想されますので、学校と十分協議を行い､ 
できるだけ保護者負担の増加がないように支援を 
検討していきます。 
　募集停止に至った経緯と協力への感謝について 
は、検討しているところです。 
　中農高に進学者がいる中学校については、生徒 
募集時の条件を在校している間、責任を持って行 
うことを含め、礼状を出したいと思います。 

グループ制で責任の所在は 

明確になっているか 

Ａ 
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公共施設のアスベスト改修 
工事について 
星川議員 

　町公共施設のアスベスト調査で、町民セ 

ンター大ホールステージで１．２％、小頓 

別小中学校校舎で３．９％の含有量が検出 

されました。国､企業などが責任を持って 

アスベスト対策に万全を期すよう近々意見 

書を提出することを前提に次の点を伺いま 

す。 

（１）今後の両施設の改修の日程と経費は 

　どれくらいになりますか。また、かかる 

　経費は国で補てんしないのか伺います。 

　　公共施設の調査を今後も続けていくつ 

　もりはありますか。 

　　一般住宅でもアスベスト使用建材など 

　が取り壊しの際の対策や解体された建材 

　が家庭ごみとして排出される恐れがあり 

　ますがどのように対処されますか。 

（２）今後、町民または元町民から健康被 

　害などの問合せがきた時の対応策（検査 

　病院の紹介等）が取られているのか伺い 

　ます。 

　　町民に相談先などを分りやすく説明し 

　たパンフレットを作成する考えはありま 

　せんか。 

Q

尾本産業建設課長 

（１）小頓別小中学校校舎については、アスベストを全面 
　的に除去する方法で計画し、その工事費は約３，０００ 
　万円、工事期間は７週間程度と見込まれます。しかし、 
　施工業者の確保や関係機関への諸手続き等の関係から、 
　事業着手は１１月になるものと思われますが、早期に発 
　注・完了できるよう努めたいと考えています。 
　　町民センターについても、全面除去方式で計画し、工 
　事費は約４６０万円です。なお、工事は同時発注としま 
　すが、小頓別小中学校を優先的に実施したいと考えてい 
　ます。 
　　現在のところ、経費に対する国の補てんに関して措置 
　される見通しはありません。 
　　公共施設については一通り調査は終了しましたが、い 
　まのところはほかに該当する施設は見当たりません。一 
　般の住宅については、５００平方メートル以上の吹き付 
　けが指標となりますが、該当する建物はいまのところあ 
　りません。 
　　一般住宅の解体については、本年８月から解体業者に 
　危険物安全主任講習の受講者が作業にあたることが義務 
　付けられています。町内の建設協会を通じ、今後監督し 
　ていきたいと思います。 

アスベスト除去が終わり、平静さを取り戻した小頓別小中学校 

（１）Ａ 

矢部助役 

（２）健康被害等の問合せがあった場合は、町内、町外を 
　問わず総務課住民グループが窓口となり、必要に応じて 
　検査病院の紹介などに努めたいと考えています。なお、 
　遠方からの問合せに関しては、北海道が各保健所にアス 
　ベスト被害や健康不安に関して相談窓口を開設しており 
　ますし、医療機関の紹介もしておりますので、こうした 
　情報の提供などに努めたいと考えています。 
　　町民へのＰＲについては、危険性をあおるような周知 
　の仕方を避け、正確な知識を知らせるべきと考えていま 
　す。内部で検討し町民に幅広くお知らせする手段を検討 
　したいと思います。 

（２）Ａ 
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請願・意見書 
のページ 

　町民が議会に対して自らの希望を述べることを請願と 

いいます。請願権は、国民の基本的権利の一つとして保 

障されており、法人や外国人にも認められています。 

今定例会では、２請願が採択されました。 

　一方、住民を代表する議会が市町村の公益に関するこ 

とを国や関係する行政機関に表明するために提出するの 

が「意見書」です。今定例会では、２請願が採択された 

ことに伴い、同じ内容の意見書2件が発議され、いずれ 

も全会一致で可決されました。 

意
見
書
（
発
議
第
１
号
） 

　
右
請
願
と
同
内
容
の
「
個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種 

控
除
の
安
易
な
縮
小
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」 

を
全
会
一
致
で
可
決
。
た
だ
ち
に
国
の
関
係
機
関
に
提
出 

さ
れ
ま
し
た
。 

【
提
出
者
】
柳
澤
議
員
／
【
賛
成
者
】
村
山
議
員 

【
提
出
先
】
衆
参
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、 

　
総
務
大
臣 

意
見
書
（
発
議
第
２
号
） 

　
右
請
願
と
同
内
容
の
「
自
治
体
財
政
の
充
実
・ 

強
化
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
。 

た
だ
ち
に
国
の
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

【
提
出
者
】
本
多
議
員
／
【
賛
成
者
】
岩
田
議
員 

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、 

　
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣 

個
人
所
得
課
税
に
お
け
る
各
種
控
除
の
安 

易
な
縮
小
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
請 

願
（
請
願
第
１
号
） 

　
政
府
税
制
調
査
会
の
基
礎
問
題
小
委
員
会
で
は
、
「
個 

人
所
得
課
税
に
関
す
る
論
点
整
理
」
を
取
り
ま
と
め
、
来 

年
度
以
降
の
税
制
改
正
案
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
論
点
整
理
」
は
、
給
与
所
得
控
除
の
縮
小
、
特
定
扶 

養
控
除
、
配
偶
者
控
除
の
廃
止
な
ど
、
勤
労
者
世
帯
を
中 

心
に
大
き
な
増
税
に
つ
な
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
家
計
の
税
・
保
険
料
負
担
は
、
税
制
や
社
会
保
障
制
度 

の
改
定
に
よ
り
年
々
重
く
な
っ
て
お
り
、
来
年
か
ら
は
、 

所
得
税
及
び
住
民
税
の
「
定
率
減
税
」
も
縮
小
さ
れ
る
予 

定
で
す
。
こ
れ
ら
が
、
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
、
地
域
経
済 

の
回
復
基
調
の
足
取
り
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が 

強
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
国
は
、
ま
ず
、
着
実
な
景
気
回
復
に
よ
り
税
収
の
自
然 

増
を
図
り
、
国
民
が
納
得
で
き
る
歳
出
構
造
改
革
、
不
公 

平
税
制
の
是
正
を
実
現
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、
所
得
税
か 

ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
国
民
の 

税
負
担
が
変
化
し
な
い
よ
う
、
十
分
な
配
慮
を
求
め
る
こ 

と
を
内
容
と
す
る
請
願
で
す
。 

　
【
請
願
者
】
連
合
北
海
道
宗
谷
地
域
協
議
会
　
会
長
磯 

　
部
拓
也
／
連
合
中
頓
別
　
会
長
　
古
閑
信
二 

自
治
体
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る 

請
願
（
請
願
第
２
号
） 

　
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
以
降
、
地
方
自
治
体 

の
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
範
囲
は
大
幅
に
拡
大 

し
、
地
域
生
活
に
密
着
し
た
事
務
を
総
合
的
に
担 

う
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
は
高
ま
っ
て
い
ま 

す
。 

　
来
年
度
予
算
は
、
「
三
位
一
体
改
革
」
最
後
の 

年
で
あ
り
、
真
に
自
治
体
財
政
確
立
に
つ
な
が
る 

改
革
の
総
仕
上
げ
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
新
年
度
予
算
に
お
け
る
三
位
一
体
改
革
が
、
効 

率
性
や
財
政
コ
ス
ト
削
減
と
い
う
観
点
だ
け
で
は 

な
く
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
の
に
欠
か 

せ
な
い
事
業
の
確
保
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
持
つ
セ 

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
が
担
保
さ
れ
、
地
方
へ
の 

負
担
の
押
し
付
け
を
行
わ
な
い
こ
と
、
地
方
交
付 

税
制
度
の
財
源
保
障
と
財
政
調
整
の
機
能
を
堅
持 

し
、
自
治
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地 

方
交
付
税
の
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
主
な 

内
容
と
す
る
請
願
で
す
。 

【
請
願
者
】
連
合
北
海
道
宗
谷
地
域
協
議
会
　
会 

　
長
磯
部
拓
也
／
連
合
中
頓
別
　
会
長
　
古
閑
信 

　
二 

　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。 
　次の定例会は、１２月１８日（日）午前10時からサンデー議会として開催される 
予定です。町民のみなさまの傍聴をお待ちしております。 
　議会日程や傍聴の問合せは、TEL  ６－２２４４（議会事務局）へ。 

みなさんの町政です 議会を傍聴しましょう 
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常任委員会 
所管事務調 
査報告 

天
北
厚
生
園
法
人
化
へ
の 

　
　
　
道
の
り
は
険
し
く
… 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

「
も
う
も
う
」
「
オ
ガ
ル
」
の
運
営
及
び 

 

　
農
畜
産
物
の
製
造
販
売
の
可
能
性
を
調
査 

 

◆
「
も
う
も
う
」
、
「
オ
ガ
ル
」
の
運
営
は
、
来
年
度 

か
ら
管
理
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
所
管
を
産
業
建
設
課 

に
一
元
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
の
運
営
母
体
で
あ
る
ア
グ
リ
パ
ー
ク
運
営
協
議 

会
を
発
展
的
に
解
散
し
、
両
施
設
を
一
体
的
に
指
定
管 

理
者
制
度
で
管
理
す
る
こ
と
。
管
理
を
指
定
す
る
団
体 

は
、
基
本
的
に
公
募
が
望
ま
し
い
が
、
公
募
が
見
込
め 

な
い
場
合
は
、
既
存
の
第
三
セ
ク
タ
ー
、
公
共
団
体
を 

中
心
に
選
定
を
進
め
る
こ
と
。 

　
「
も
う
も
う
」
で
の
農
畜
産
物
の
製
造
販
売
の
可
能 

性
に
つ
い
て
、
試
験
研
究
・
体
験
施
設
と
い
う
位
置
付 

け
で
あ
り
、
補
助
目
的
外
で
使
用
で
き
な
い
た
め
、
り 

ま
す
。
製
造
販
売
許
可
は
取
れ
な
い
と
の
見
解
で
し
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
、
委
員
の
多
く
か
ら
、
町
民
は
特
産
品 

開
発
と
製
造
販
売
を
期
待
し
て
お
り
、
他
の
自
治
体
の 

類
似
施
設
を
例
に
あ
げ
、
再
考
を
求
め
る
意
見
の
ほ
か
、 

町
民
が
手
づ
く
り
し
た
産
品
を
売
る
た
め
の
道
筋
を
示 

す
べ
き
と
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
町
側
か
ら
は
、
施
設
整
備
段
階
で
は
、
加
工
研
究
を 

し
な
が
ら
将
来
的
に
は
特
産
品
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ 

と
が
話
題
と
し
て
あ
が
っ
て
い
た
が
、
製
造
販
売
す
る 

場
合
、
特
定
の
人
、
特
定
の
団
体
の
利
用
に
つ
な
が
る 

と
の
懸
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
委
員
会
は
、
両
施
設
を
一
体
的
に
管
理
す
る
こ
と 

は
望
ま
し
い
も
の
の
、
現
在
あ
る
運
営
上
の
問
題
を
解 

決
し
、
指
定
管
理
者
制
度
に
ス
ム
ー
ス
に
移
行
で
き
る 

よ
う
努
力
す
べ
き
こ
と
、
「
も
う
も
う
」
で
の
農
畜
産 

物
の
製
造
販
売
は
、
加
工
研
究
の
先
に
あ
る
究
極
の
目 

的
で
あ
り
、
そ
の
達
成
の
た
め
積
極
的
に
調
査
す
べ
き 

と
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。 

◆
天
北
厚
生
園
の
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に 

「
中
頓
別
町
天
北
厚
生
園
法
人
化
・
施
設
整
備
懇
話 

会
」
の
答
申
（
平
成
　
年
１
月
　
日
）
ど
お
り
進
ん 

で
い
ま
す
。 

　
答
申
で
は
、
法
人
化
の
担
い
手
は
、
「
南
宗
谷
福 

祉
会
」
、
移
行
年
度
は
平
成
　
年
４
月
が
望
ま
し
い 

と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
同
園
の
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
築
後 

　
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
著
し
い
施
設
の
市
街
地
移 

転
改
築
の
必
要
性
、
改
築
財
源
の
確
保
に
優
位
性
が 

あ
る
な
ら
民
設
が
望
ま
し
く
、
具
体
的
な
改
築
年
度 

は
、
平
成
　
年
及
び
　
年
の
２
ヵ
年
と
す
る
こ
と
が 

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
「
法
人
化
が
先
で
施
設 

整
備
を
後
で
す
る
。
法
人
化
し
て
か
ら
施
設
整
備
を 

す
る
と
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
施 

設
整
備
を
行
な
っ
て
か
ら
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
し 

い
」
と
の
少
数
意
見
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
受
入
れ
法
人
と
の
協
議
で
は
、
６
月
６
日
に
南
宗 

谷
福
祉
会
が
、
基
本
的
に
受
け
入
れ
表
明
し
た
こ
と 

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

　
法
人
化
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
庁
内
に 

「
天
北
厚
生
園
法
人
化
検
討
推
進
委
員
会
」
（
座
長 

・
矢
部
助
役
）
を
７
月
　
日
に
設
置
し
、
職
員
給
与 

の
取
扱
い
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て 

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
第
１
回
委
員
会
（
８
月
９
日
開
催
）
で
は
、
平
成 

　
年
９
月
に
施
設
経
営
方
針
及
び
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン 

の
最
終
報
告
を
行
う
と
と
も
に
、
法
人
移
行
を
希
望 

す
る
職
員
の
最
終
取
り
ま
と
め
の
時
期
で
あ
る
こ
と 

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
委
員
会
は
、
施
設
の
改
築
問
題
に
つ
い
て
、
補 

助
制
度
な
ど
の
財
源
問
題
が
か
ら
む
た
め
、
受
入
れ 

法
人
側
と
協
議
検
討
し
な
が
ら
、
慎
重
に
対
処
す
べ 

き
と
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。 

18

21
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22
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21

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

中
頓
別
農
業
高
校
の
今
後
の
課
題
と 

天
北
厚
生
園
法
人
化
の
進
捗
状
況
を
調
査 

◆
道
教
育
庁
か
ら
８
月
２
日
付
け
で
平
成
　
年 

度
生
徒
募
集
停
止
の
正
式
通
知
が
届
い
た
こ
と 

を
受
け
、
同
月
　
日
、
「
中
頓
別
農
業
高
等
学 

校
施
設
等
利
活
用
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ 

ま
し
た
。 

　
協
議
会
は
、
施
設
等
の
利
活
用
の
方
策
に
つ 

い
て
研
究
・
協
議
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す 

る
も
の
で
、
町
長
、
助
役
、
教
育
長
、
農
協
、 

商
工
会
、
自
治
連
合
会
代
表
の
ほ
か
、
議
員
、 

有
識
者
　
名
で
構
成
さ
れ
、
野
邑
町
長
が
会
長 

を
務
め
ま
す
。 

　
ま
た
、
道
立
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
宗
谷
支 

庁
及
び
教
育
局
と
の
連
携
が
必
要
に
な
る
た
め
、 

「
中
頓
別
農
業
高
等
学
校
跡
地
利
用
等
連
絡
会 

議
」
が
支
庁
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
協
議
会
で
は
、
校
舎
等
を
含
む
施
設
の
利
活 

用
を
積
極
的
に
検
討
し
て
も
ら
い
、
廃
校
で
受 

け
る
地
域
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た 

め
、
国
会
議
員
、
道
議
会
議
員
、
知
事
、
道
教 

育
長
、
支
庁
等
へ
施
設
利
活
用
の
要
望
を
行
い
、 

そ
の
結
果
を
受
け
、
今
後
の
対
策
を
検
討
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
本
委
員
会
で
は
、
関
係
先
へ
の
要
望
陳
情
活 

動
を
積
極
的
に
行
な
う
と
と
も
に
、
利
活
用
の 

情
報
を
得
な
が
ら
、
町
の
考
え
方
・
方
針
を
早 

急
に
ま
と
め
る
こ
と
、
町
と
し
て
の
利
活
用
対 

策
を
強
力
に
推
し
進
め
る
た
め
、
専
任
の
職
員 

（
課
長
・
参
事
級
）
を
配
置
す
べ
き
と
本
会
議 

で
報
告
し
ま
し
た
。 

18

25

11

　総務文教常任

委員会（村山義

明委員長・5名）

と産業建設常任

委員会（石井雄

一委員長・5名）

は、９月１４日、

所管事務調査を

行い、その結果

を第３回定例会

で報告しました。
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様
々
な
調
査
研
究
事
業
も
行
わ 

れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な 

か
た
ち
で
町
民
に
公
表
さ
れ
ま 

す
か
。
効
果
が
認
め
ら
れ
た
事 

業
は
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い 

き
ま
す
か
。 

Ａ
柴
田
産
業
課
長 

　
こ
の
事
業
は
、
雇
用
期
間
６ 

ヵ
月
で
公
共
性
が
高
い
も
の
に 

国
が
事
業
費
を
交
付
す
る
も
の 

で
す
。
町
と
し
て
は
、
継
続
し 

て
財
源
措
置
を
行
う
こ
と
は
難 

し
く
、
各
事
業
所
も
厳
し
い
経 

営
環
境
に
あ
る
た
め
、
引
き
続 

き
雇
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と 

思
い
ま
す
。 

　
調
査
研
究
の
成
果
は
、
相
当 

ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の
で
、
今 

後
整
理
し
、
利
活
用
で
き
る
資 

料
と
し
て
公
表
し
て
い
き
た
い 

と
思
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
事 

業
の
う
ち
、
炭
づ
く
り
な
ど
は 

機
運
が
盛
り
上
が
り
、
別
な
団 

体
が
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
い 

ま
す
。
野
菜
の
利
活
用
な
ど
は
、 

「
オ
ガ
ル
」
が
中
心
に
な
っ
て 

特
産
品
と
一
緒
に
利
用
拡
大
に 

向
け
努
力
し
て
い
ま
す
。
継
続 

と
不
継
続
事
業
に
分
か
れ
る
と 

思
い
ま
す
。 

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て 

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
費
に
つ 

い
て
、
平
成
　
年
度
は
猟
友
会 

と
の
協
議
が
不
調
に
終
わ
り
、 

決
算
額
は
ゼ
ロ
で
す
が
、
現
在 

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い 

ま
す
か
。 

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
参
事 

　
今
年
度
予
算
の
編
成
時
か
ら
、 

猟
友
会
、
狩
猟
免
許
保
持
者
と 

話
し
合
い
を
持
ち
取
り
組
め
る 

よ
う
理
解
を
得
て
い
ま
す
。
緊 

急
性
の
高
い
ク
マ
駆
除
に
つ
い 

て
は
、
今
春
、
猟
友
会
で
一
頭 

捕
獲
し
て
い
ま
す
。 

農
用
地
区
域
の
除
外
手
続
き
に 

つ
い
て 

Ｑ
岩
田
委
員 

　
遊
休
農
地
な
ど
へ
の
造
林
を 

行
う
際
、
農
用
地
区
域
の
除
外 

手
続
き
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、 

見
直
し
作
業
の
進
み
具
合
は
ど 

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

Ａ
柴
田
産
業
建
設
課
参
事 

　
農
用
地
区
域
内
の
除
外
は
、 

５
年
に
一
回
見
直
す
こ
と
に
な 

っ
て
お
り
、
現
在
作
業
中
で
す
。 

農
業
振
興
地
域
内
の
現
況
農
地 

と
の
不
一
致
面
積
が
相
当
あ
り
、 

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
交 

付
金
と
の
整
合
性
を
図
る
必
要 

も
あ
る
た
め
時
間
が
か
か
り
ま 

す
が
、
年
内
に
処
理
し
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

一
流
の
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事 

業
に
つ
い
て 

Ｑ
石
神
委
員 

　
こ
の
事
業
は
、
町
長
が
執
行 

方
針
に
掲
げ
た
政
策
的
事
業
で 

す
が
、
町
民
か
ら
一
件
の
応
募 

も
な
い
の
は
、
Ｐ
Ｒ
不
足
、
制 

度
的
な
欠
陥
が
あ
る
の
で
は
あ 

り
ま
せ
ん
か
。 

Ａ
野
邑
町
長 

　
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
町 

づ
く
り
基
金
を
使
い
今
後
も
続 

け
て
い
く
事
業
な
の
で
、
Ｐ
Ｒ 

方
法
、
使
い
や
す
さ
を
検
証
し 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

町
の
家
計
簿
の
発
行
は
？ 

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
「
町
の
家
計
簿
」
、
「
私
た 

ち
の
ま
ち
の
し
ご
と
と
予
算
」 

は
、
町
民
に
対
し
町
の
財
政
状 

況
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る 

も
の
で
し
た
が
、
な
ぜ
発
行
し 

な
い
の
で
す
か
。
予
算
策
定
時 

に
実
施
さ
れ
て
い
た
公
共
施
設 

の
見
学
会
は
、
ど
う
な
り
ま
し 

た
か
。 

Ａ
安
積
課
長 

　
決
算
説
明
で
あ
る
「
町
の
家 

計
簿
」
な
ど
を
発
行
で
き
な
か 

主
な
質
疑

一
般
会
計
歳
出 

 

っ
た
こ
と
は
、
大
変
申
し
訳
な 

く
、
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ
れ 

ら
の
説
明
資
料
を
配
付
す
る
こ 

と
は
、
町
の
情
報
公
開
、
町
民 

と
情
報
共
有
の
目
的
か
ら
重
用 

で
あ
り
、
今
後
発
行
に
向
け
努 

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
共 

施
設
の
見
学
会
に
つ
い
て
も
、 

再
度
実
施
す
る
よ
う
に
し
た
い 

と
思
い
ま
す
。 

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事 

業
に
つ
い
て 

Ｑ
柳
澤
委
員 

　
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備 

事
業
の
こ
れ
ま
で
の
設
置
状
況 

と
今
後
の
見
通
し
は
？ 

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長 

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て 

お
り
、
５
年
間
に
　
基
の
設
置 

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
平
成
　 

年
度
ま
で
に
　
基
の
設
置
が
完 

了
す
る
予
定
で
す
。
来
年
度
分 

は
こ
れ
か
ら
募
集
を
は
じ
め
ま 

す
が
、
多
く
て
も
５
基
以
内
と 

の
見
通
し
で
す
。 

緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
対
策 

事
業
に
つ
い
て 

Ｑ
石
神
委
員 

　
雇
用
創
出
と
し
て
取
り
組
ま 

れ
た
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別 

対
策
事
業
で
す
が
、
事
業
終
了 

後
も
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
た
方 

は
い
ま
す
か
。
こ
の
事
業
で
は 

13
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決
算
審
査
は
、
議
会
が
決
定
し
た
予
算
が
適 

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る 

と
と
も
に
、
住
民
に
代
わ
っ
て
行
政
効
果
を
検 

証
す
る
も
の
で
す
。 

　
第
３
回
定
例
会
で
は
、
会
期
中
に
全
議
員
で 

構
成
す
る
「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置 

し
、
平
成
　
年
度
各
会
計
の
決
算
審
査
を
付
託 

し
ま
し
た
。 

　
委
員
会
は
、
休
会
中
の
　
日
に
集
中
審
査
を 

行
い
、
結
果
は
、
９
月
　
日
に
再
開
さ
れ
た
本 

会
議
で
報
告
さ
れ
、
審
査
に
付
さ
れ
た
９
会
計 

す
べ
て
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
認
定
に
あ
た
っ
て
、
監
査
委
員
の
決
算
意
見 

書
の
内
容
を
住
民
に
わ
か
り
や
す
く
公
表
す
る 

こ
と
な
ど
、
二
つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。 

16

29
30

本多議員が女性議員としてはじめて委員長を務めた決算審査特別委員会 



なかとんべつ町議会だより11

決算認定につけられた二つの意見 
１．地方自治法第２３３条第６項に基づき、町 
　は、決算の認定に関する議会の議決及び監査 
　委員の意見の内容を住民にわかりやすく公表 
　すべきである。 
２．執行方針に取り上げられた政策的事業に関 
　して確実に実行するとともに、実施された場 
　合は事業評価を行うべきである。 

　
�
こ
れ
ま
で
も
町
民
全
体
を 

対
象
に
公
平
な
任
用
を
し
て
き 

た
つ
も
り
で
す
が
、
町
職
員
の 

配
偶
者
が
採
用
さ
れ
た
経
過
が 

あ
り
ま
す
。
町
民
に
勤
務
条
件 

を
分
り
や
す
く
説
明
し
て
応
募 

を
促
す
よ
う
進
め
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

　
�
臨
時
職
員
の
手
当
は
、
報 

償
費
で
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、 

時
間
外
手
当
、
期
末
手
当
な
ど 

も
賃
金
で
組
む
の
が
正
し
い
と 

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
支
給 

方
法
の
見
直
し
、
改
善
に
努
め 

た
い
と
思
い
ま
す
。 

公
営
住
宅
料
の
滞
納
状
況
に
つ 

い
て 

Ｑ
山
本
委
員 

　
公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
者 

が
　
名
い
ま
す
が
、
町
内
在
住 

者
で
す
か
。 

　
一
番
多
い
滞
納
額
は
ど
れ
く 

ら
い
で
す
か
。 

Ａ
遠
藤
総
務
課
参
事 

　
ほ
と
ん
ど
が
町
内
在
住
者
で 

す
が
、
中
に
は
町
外
へ
転
出
し 

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
滞
納
額 

は
、
一
番
多
い
方
で
お
お
む
ね 

１
０
０
万
円
で
す
。 

決
算
審
査
意
見
書
に
つ
い
て 

Ｑ
石
神
委
員 

　
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見 

書
で
は
、
�
「
臨
時
職
員
取
扱 

要
綱
」
な
ど
の
情
報
公
開
、
� 

臨
時
職
員
の
公
平
な
任
用
、
� 

臨
時
職
員
の
手
当
、
�
効
果
の 

な
い
保
健
事
業
の
見
直
し
、
� 

こ
ど
も
館
の
運
営
な
ど
に
つ
い 

て
指
摘
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の 

よ
う
に
対
処
す
る
つ
も
り
で
す 

か
。 

Ａ
野
邑
町
長 

　
�
「
臨
時
職
員
取
扱
要
綱
」 

の
公
開
は
、
難
し
い
問
題
で
す
。 

地
方
公
務
員
法
第
　
条
で
は
、 

臨
時
職
員
は
１
年
以
上
の
雇
用 

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い 

ま
す
が
、
同
一
人
物
が
１
年
を 

超
え
て
長
期
勤
務
し
て
い
る
実 

態
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
の
時
代
、 

臨
時
職
員
を
正
規
の
職
員
に
す 

る
こ
と
は
、
厳
し
い
財
政
事
情 

の
下
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。 

要
綱
な
ど
の
情
報
公
開
は
、
で 

き
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

二つの意見をつけて 
　平成16年度各会計決算を認定 

ひとこと 
 　地方自治法では、議会の決算認定を受けたあと、 

町は、議決結果及び監査委員の意見（決算審査意見 

書）を住民に公表しなければなりません。（地方自 

治法第２３３条第３項及び第６項） 

一
般
会
計
歳
入 

決
算
審
査
意
見
書 

38

22 

平成16年度各会計歳入歳出決算のあらまし 

　
�
こ
ど
も
館
の
運
営
に
つ
い 

て
、
平
成
　
年
度
以
降
、
運
営 

状
況
の
実
態
を
広
報
誌
な
ど
で 

情
報
公
開
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

 

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長 

　
�
現
在
、
保
健
事
業
は
、
多 

種
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま 

す
の
で
、
効
果
を
見
極
め
な
が 

ら
、
や
め
る
も
の
、
続
け
て
い 

く
も
の
を
選
定
し
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

17
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　第２回定例会で、行財政改革調査研究特別 
委員会の中間報告が行われ、宮崎安史委員長 
が、議会が自ら行う行財政改革、活性化に関 
する３施策を報告。第４回定例会で必要な条 
例改正を行う見通しを表明し、現在策定中の 
「中長期行財政運営計画」にこれらの施策が 
反映されるよう期待感をにじませました。 

小頓別小中学校でアスベスト使用状況を緊急調査 

　第５回臨時会が、１１月

１０日招集され、第３回定

例会で行財政改革調査研究

特別委員会に付託された

「指定管理者制度の導入等

に伴う関係条例の整備に関

する条例」について、附帯

決議付き審査報告の後、原

案どおり議決されました。

　また、星川議員から発議

された「アスベスト対策を

求める意見書」を全会一致

で議決。国の諸機関に対し、

責任あるアスベスト対策を

取るよう議会の意思を表明

しました。

第
５
回
臨
時
議
会
で
全
会
一
致 

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
条
例
に
行
革
特
別
委
員
会
で
附
帯
決
議 

議
決
さ
れ
た
条
例
・
補
正
予
算 

■
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
に
伴
う
関
係
条
例
の
整 

　
備
に
関
す
る
条
例
（
第
３
回
定
例
会
付
託
議
案
） 

　
　
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革 

　
調
査
特
別
委
員
会
の
審
査
で
下
記
の
附
帯
決
議
が
あ 

　
り
ま
し
た
。 

■
中
頓
別
町
畜
産
総
合
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す 

　
る
条
例
（
第
３
回
定
例
会
付
託
議
案
） 

　
　
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

■
中
頓
別
町
有
財
産
の
使
用
料
徴
収
条
例 

　
　
土
地
建
物
な
ど
の
町
有
財
産
の
使
用
料
に
つ
い
て
、 

　
算
定
根
拠
を
明
確
に
す
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。 

■
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
た
給
食
セ
ン
タ
ー 

　
の
調
理
器
具
（
ガ
ス
式
フ
ラ
イ
ヤ
ー
）
の
廃
棄
と
新 

　
規
購
入
に
　
万
円
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。 
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常任委員会所管事務調査報告 

アスベスト使用状況などを調査 
　産業建設常任委員会と総務文教常任委員会では、 
１０月２０日、合同でアスベスト使用状況をはじ 
め、土木・建築工事、町有地の利用状況などを調 
査。主な調査現場は、小頓別小中学校や町民セン 
ターのほか、鍾乳洞（森林居住環境整備工事）、 
町有林造林事業（寿地区）、長寿園改修拡張工事 
などです。 
　いずれも問題はありませんでしたが、次の事業 
のあり方が指摘され、本会議で報告されました。 
◆今後、植林事業を行う場合は、強くしなやかな 
　森づくりのため、針葉樹と広葉樹を複合させた 
　混交林とすること。 
◆鍾乳洞工事には、�多額の事業費が投入されて 
　おり、事業完了後は有料化すべきこと、�観光 
　事業の主要施設であることから指定管理者制度 
　により、観光協会などに施設運営を任せること、 
　�遊歩道に樹木や自然地形の説明版が不足して 
　おり、観光客が楽しんで散策できるよう工夫す 
　ること。 

指定管理者制度の導入等に伴う関係条例の整備に関する条例に対する附帯決議 
　指定管理者制度は、多様化する住民ニーズに、より効果的、効率的に対応するため、公の施設の管理に民間の能 

力を活用しつつ、住民サービスの向上と経費の削減などを図ることを目的としている。 

　また、この制度は、単なる公の施設の民間開放にとどまらず、公共サービスのあり方、自治体の役割を問い直し 

ており、地方分権実現の試金石とも言える。 

　よって町は、できる限り地方自治法の趣旨に沿った制度設計を行うべきであり、指定管理者制度の対象施設につ 

いて、毎年度見直しを行うとともに、地域振興集会施設（自治会館）や国営草地、郷土資料館及び図書室などは、 

早急に導入を検討すべきである。 

　なお、今後、指定管理者の公募・選定に当っては、地域経済への波及効果に配慮し、極力地元雇用につながるよ 

うにすべきである。（行財政改革調査研究特別委員会：平成１７年１０月２４日決議） 
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第３回 
定例会 

アスベスト対策を求める意見書 
 　耐熱性、耐薬品性、絶縁性に優れ経済的に安価なアスベスト 
が、様々な工業製品に使用され、私たちの日常生活に深くかか 
わっていることが最近の報道で明らかになりました。 
　アスベストを吸い込むことで胸膜や腹膜にできる中皮腫が、 
２０年から４０年という長い潜伏期間ののちに発症し、その後 
の５年生存率はわずか数㌫という恐ろしい病であると知ったの 
も最近のことです。 
　製造工場や周辺でのばく露だけでなく、住民の多くは、アス 
ベストに関する十分な情報を知らされないまま、含有建材を使 
用した学校や公共施設、住宅の中で「静かな時限爆弾」の恐怖 
に脅えながら暮らしています。 
　本町でも現在わかっているだけで、小中学校１校と住民集会 
施設１箇所でアスベスト含有材が見つかりました。 
　子どもたちは教室を追われ、体育館を間仕切りした狭い空間 
での授業を余儀なくされたばかりか、厳しい財政事情の中、ア 
スベスト除去や施設補修に莫大な町費を投入する状況です。 
　アスベスト建材が使われていたことを知らず、この小中学校 
を巣立っていった子どもたちの将来を思うと、不安と腹立たし 
さが交錯し、父母として、大人として、なんの対策もできなか 
ったことが残念でなりません。 
　アスベスト禍への対応の遅れが指摘される中、８６年には、 
旧労働省の「産業医学総合研究所」などの研究グループが、ア 
スベスト工場周辺の住所暦があり、中皮腫を発症した大阪府の 
女性の肺からアスベストを検出し「近隣ばく露例」として被害 
を確認していたにもかかわらず、今日まで対策を怠ってきたこ 
とが伝えられました。 
　アスベスト規制も、国は、９５年に有害性が高いとされる茶 
石綿、青石綿の製造や使用を禁じたものの、中皮腫とのかかわ 
りが深いとされる白石綿（クリソタイル）は、昨年ようやく１ 
０品目に限定して輸入・使用を禁じただけであり、全面禁止に 
は至っていません。 
　アスベスト使用の実態調査が進むにつれ、かつての薬害エイ 
ズや水俣病を思い起こすほど被害は深刻かつ構造的であり、国 
の責任を問う声は日増しに高まっています。 
　よって、本町議会は、アスベスト対策を放置してきた国に対 
し、住民の不安と不信感を払拭するため、下記の対策を講ずる 
よう強く要望します。 
１　公共建造物、住宅、その他民間建造物のアスベスト利用状 
　況の徹底した調査を行い、利用者に対して適切な情報開示、 
　ばく露防止の対策を進めるとともに、除去・解体作業に際し 
　て、その情報が適切に利用できるよう体制整備に努めること。 
２　教育施設・教材備品を含む公共建造物等のアスベスト除去 
　・解体を自治体が実施した場合は、費用の全額を国が補てん 
　すること。 
３　アスベスト製造・使用等の全面禁止の早急実現。 
４　健康被害に関する相談窓口や過去・現在においてばく露の 
　可能性がある者の健康診断体制を整備するとともに、中皮腫 
　の診断治療法の確立に万全を期すこと。 
５　アスベストによる肺がん・中皮腫は潜伏期間がきわめて長 
　いため、労災認定要件を緩和し、労災対象外の被害者も救済 
　する新法を早急に制定し寛容な適用を図ること。 
◆提出者：星川議員／賛成者：村山議員、石井議員 
◆提出先：衆参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、 
　文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、 
　環境大臣 

特別委員会報告！ 

国
会
議
員
、
道
議
な
ど
へ 

　
中
農
校
施
設
の
利
活
用
を
要
望 

庁
、
自
民
党
・
武
部
代
議
士
、
民
主
党
・
松
木
代
議
士
の
も
と 

を
相
次
い
で
訪
れ
、
廃
校
が
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
を
説
明
し
、 

支
援
を
要
望
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
間
の
農
業
研
究
機
関 

一
社
が
関
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

　
「
利
活
用
推
進
協
議
会
」
で
は
、
今
後
、
さ
ら
に
情
報
収
集 

を
重
ね
な
が
ら
、
利
活
用
の
具
体
策
を
検
討
し
て
い
く
一
方
、 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
情
報
発 

信
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
農
業
高
校
の
廃
校
は
、
は
じ
め
て
の
ケ
ー
ス
と
な
る 

た
め
、
道
知
事
に
対
し
て
も
積
極
的
に
利
活
用
対
策
を
検
討
す 

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。 

石神議長、野邑町長が自民党・武部幹事長 
に利活用対策を要望 

　
中
頓
別
農
業
高
校
施
設
等
利
活
用
対
策
調
査
特
別
委
員
会
（
村 

山
義
明
委
員
長
・
全
議
員
で
構
成
）
は
、
　
月
　
日
、
会
議
を
開 

き
、
今
後
の
中
農
高
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し 

た
。 

　
平
成
　
年
度
以
降
の
同
校
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
研
究
・
協 

議
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
「
中
頓
別
農
業
高
等
学 

校
施
設
等
利
活
用
推
進
協
議
会
」
（
８
月
　
日
設
置
、
会
長
・
野 

邑
町
長
）
で
は
　
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
道
議
会
、
道
教
育 

11

10

20

25

11
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編
　
集
　
後
　
記 

７月 
15日　行財政改革調査研究特別委員会 
25日　中頓別農業高校存続要請（麻田道副知事） 
 
８月 
５日　議員協議会（中頓別農業高校存続問題） 
６日　松木けんこう国政報告会 
12日　第４回臨時会 
　　　議会運営委員会 
23日　議会広報研修会（札幌市） 
25日　中頓別農業高校施設等利活用振興協議会 
29日　中長期行財政運営計画策定委員会視察 
　　　（下川町／行革特別委員派遣） 
31日～9月2日 
　　　中長期行財政運営計画策定委員会視察 
　　（白老町、壮瞥町／行革特別委員派遣） 
 
９月 
14日　議員協議会 
　　　総務文教常任委員会所管事務調査 
　　　産業建設常任委員会所管事務調査 
　　　行財政改革調査研究特別委員会 
22日　議会広報編集特別委員会 
26日　議会運営委員会 
28日～30日 
　　　第３回定例会（決算審査特別委員会） 
 
10月 
12日　中頓別農業高校施設等利活用推進協議会要 
　　　望（稚内市宗谷支庁他） 
20日　産業建設常任委員会所管事務調査 
　　　総務文教常任委員会所管事務調査 
24日　行財政改革調査研究特別委員会 
27日～28日 
　　　地方分権改革推進連盟設立及び三位一体 
　　　改革推進総決起大会（札幌市） 
29日　平成１７年度自由民主党移動政調会 
 
11月 
１日～３日 
　　　中頓別農業高校施設等利活用に関する要望 
　　　（東京都） 
10日　第５回臨時会 
　　　中頓別農業高校施設等利活用対策調査特 
　　　別委員会 
　　　議会運営委員会 
　　　総務文教常任委員会所管事務調査 

議会の動き 

　
　
月
２
日
、
敏
音
知
「
道
の
駅
」
で
行
わ
れ
た
「
き
の
こ
ま
つ 

り
」
に
は
、
中
頓
別
農
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
出
店
し
、
ハ
ン
ド 

マ
イ
ク
片
手
に
丹
精
込
め
て
育
て
た
ベ
ゴ
ニ
ア
や
ミ
ニ
シ
ク
ラ
メ 

ン
の
即
売
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

　
来
店
し
た
人
た
ち
は
、
鮮
や
か
な
色
の
花
々
に
目
を
奪
わ
れ
、 

品
定
め
を
す
る
の
に
一
苦
労
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴
き
な
が
ら
二
鉢
、 

三
鉢
と
買
い
求
め
る
客
も
い
て
生
徒
の
顔
に
も
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て 

い
ま
し
た
。 

　
来
年
度
の
生
徒
募
集
停
止
を
惜
し
む
声
は
、
在
校
生
へ
の
励
ま 

し
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
来
年
も
色
と
り
ど
り
の
鉢
植
え
が
町
民
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る 

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
在
校
生
が
悔
い
の
な
い
高
校
生
活
を
送 

れ
る
よ
う
町
全
体
で
温
か
い
支
援
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。 

10 き
の
こ
ま
つ
り
で
、
中
農
高
生
が
ん
ば
る
！ 

　
　
月
９
日
に
小
さ
な
壁
が
取
り
除
か
れ 

ま
し
た
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な
い
よ
う
小
頓 

別
小
中
学
校
の
体
育
館
と
校
舎
を
つ
な
ぐ 

廊
下
を
仕
切
っ
て
い
た
壁
の
こ
と
で
す
。 

　
突
然
、
教
室
を
追
わ
れ
た
子
ど
も
た
ち 

に
と
っ
て
は
、
大
き
な
壁
だ
っ
た
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
。 

  

「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
求
め
る
意
見
書
」 

は
、
第
５
回
臨
時
会
で
審
議
さ
れ
、
全
会 

一
致
で
議
決
。
た
だ
ち
に
国
の
関
係
機
関 

へ
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
が
口
火
と
な
り
、
同
じ
問
題
を
抱 

え
る
宗
谷
管
内
や
全
道
の
小
規
模
町
村
で 

は
、
国
に
同
様
の
意
見
書
を
提
出
す
る
動 

き
が
急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
発
議
者
と
な
っ
た
星
川
議
員
は
、
一
般 

質
問
で
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の 

主
張
を
意
見
書
に
し
て
結
実
さ
せ
た
こ
と 

は
、
仲
間
の
議
員
と
し
て
見
習
う
べ
き
こ 

と
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ア
ス
ベ
ス
ト
発
見
か
ら
除
去
工
事
ま
で 

の
町
の
素
早
い
対
応
も
大
英
断
で
し
た
。 

　
３
千
万
円
を
超
え
る
巨
費
を
投
じ
た
の 

も
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ 

と
で
、
躊
躇
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で 

す
。 

　
約
二
カ
月
ぶ
り
に
教
室
に
戻
っ
た
子
ど 

も
た
ち
の
第
一
声
は
、
「
な
つ
か
し
い
」 

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
山
村
留
学
の
里
、 

地
域
の
縁
（
よ
す
が
）
と
し
て
、
同
校
が 

存
続
し
て
い
く
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い 

ま
す
。 

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
（
柳
） 
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